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　　③模 倣 能 力・・・・反復を容易にするため
　　④知　　　能・・・・理解するための材料である観
念を得るためには，人間に与
えられた程度の知能が必要」
となっている．
　「また，模倣という生得的傾向は，いわば幼児期に近
ければ近いほど活発で明敏である．人生のこの時期に
あっては，あらゆる模倣能力が発声発語器官に集中する
ので，模倣によって話しことばの機制を把握すること
は，子どもにとっては，青年よりもずっとたやすいこと
なのである」と記している．以上の事柄から言語を獲得
する時期として乳幼児期が大きな節目であることが理解
できる．乳幼児期は言語獲得の初期でもあり，急がず丁
寧に関わること，個人差があることにも配慮しながら一
人ひとりにそった指導や援助を要することは言うまでも
ない．実践例には上記の必須条件が網羅されていること
に気付いた．
３．身振り表現と言語表現
　実践例の中では幼児が興味にそった体験をした後，話
し合いをしている．自分の思ったことや感じたことを表
現するという意味で話させる．「話し合いの方法をとる
が，討論をするとか会議をするということではない．仲
間の輪の中でかわるがわる話し，一つの話題によって
個々それぞれが自由に話すこともあれば一つのことを１
人では十分述べられなくて皆で言い合い聞きあっていく
うちに，互いに分かり合い深まっていく」と広岡キミエ
は『幼児の内面を育てる』５）で論じている．実践例の
中で話し合いの後，体が自然に動き出して話しと身振り
表現が混在した状態になっている．この現象は，うれ
しい気持ちや楽しい気持ち，その意味が理解できたとい
う表れである．また言葉不足の補充にもなっている．身
振り表現と言語表現では，どちらが先かは鮮明ではない
が低年齢児には，身振りが先行していることがうかがえ
る．例えば２歳児等は保育士が「ダンゴ虫がね」と話し
かけただけでダンゴ虫になって「ねんねしている」とか
「おはよう言った」などと話す．このように体の表現の
助けを借りて幼児は，自分が知った意味や感じたことを
素直に表現できるものと解釈する．模倣やまねる力はや
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がて学ぶことへとつながっていくことでもあり，幼児期
はとかく模倣遊びやまね遊び，みたて遊びが盛んになさ
れる時期でもある．身振り表現を十分楽しみ，言語獲得
へと成長していくものと受け止めることができる．ま
た，特に一人ひとりがPUされて表現している時，PUさ
れた幼児が主役ではなく，それを見ている他児も同じ思
いで見聞きしていることが多い．この姿は人に関心を抱
き，人間関係作りの第一歩と考えられる．
４．表現の基になる生活
　表現を可能にするためには次のような生活をすること
が必然となってくる．
　（１）聞くこと，（２）見ること・触れること，
（３）話すこと（４）身振り表現をすること等である．
これらは日常生活の中で行われていることであるが意義
を確認しておきたい．
（１）聞くこと（よく聞かせる）
　幼児は，身近な人々から声をかけられたり話しかけら
れたりすると喜ぶ．保育所や幼稚園でも人の話を聞くこ
とだけではなく，絵本や紙芝居などのお話を聞くことも
楽しむ．しかし，幼児の「聞く」実態はさまざまであ
り，時として聞かない現実に出くわすことがある．絵本
を読む準備をすると大喜びで保育者の膝元に集まってき
ても，ものの１分もすると騒がしくなる．気の散りやす
い幼児達が集まると刺激しあい不安定になる．保育者は
話す内容を精査し，幼児の心に響く話をしたいものであ
る．
（２）見ること・触れること（目覚めさせること）
　幼児が表現意欲を高めるためには，何をどのように見
せるか触れさせるかと言うことが保育者の大きな悩みで
もある．幼児の興味や関心事を見せると言うが，複数人
の幼児の興味や関心にいつも付き合え切れるものではな
い．幸いなことに幼児は，身近な自然や社会とのつなが
りを持ちながら見ること，見るものを広げていく．すぐ
側にある自然に目を向けさせながら，そこでの様々な営
みや事象に目を留めるようにし，表現活動に導くことが
見ることに集中させる近道かもしれない．ここで得られ
る感動体験が表現の礎になる．
（３）話すこと
　当然のことながら，よく聞く幼児には，思うことや感
じる心が育っている．だからといってよく話すとは限ら
ない．そこでは，話させてやる機会を作ることが必要で
ある．
　平成21年４月１日施行の『幼稚園教育要領』６）では
言葉領域のねらいは次の通りである．
　　①自分の気持ちを言葉で表現する楽しさを味わう
　　②人の言葉や話などをよく聞き，自分の経験したこ
とや考えたことを話し，伝え合う喜びを味わう
　　③日常生活に必要な言葉が分かるように絵本や物語
などに親しみ，先生や友達と心を通わせる
　現代社会においては，テレビゲーム，パソコン等の発
達は，幼児の世界にも深く浸透し，言葉を獲得する上で
も大きな役割を果たしている．機器からの言葉の獲得は
時に無機質なものであり，言葉数を増やすだけの役割に
なっていることが多い．幼児が言葉を獲得し話すのは，
他者とのコミュニケーションを図り，情緒の安定を図る
という大きな目的がある．コミュニケーション能力をつ
けるために，家庭・地域・幼稚園や保育所・学校におい
ては，言語能力，想像する力，創造的に生きる習慣を身
につけさせることが急務であろう．なかでも言語能力に
ついては，言葉数を多く獲得するだけではなく，真心を
言葉にすること，感じる心や思う心を日常生活の中で培
うトレーニングが必要になってくる．
（４）表現すること
　言葉の獲得はしているものの，幼児期には身振り手振
りの表現もまだまだ欠かせない方法である．神谷栄司は
『幼児のものの見方・感じ方』７）で「身振り表現はコ
ミュニケーションの働きをする．身振り表現は幼児の独
特のことばと考えてよい．身振り表現は眼に見えると
いうこと視覚的コミュニケーションの担い手である．幼
児期は言語的コミュニケーションと視覚的コミュニケー
ションが重なり合い，子ども達のあいだで，それぞれの
思いを深く交流することが可能になる」と結んでいる．
幼児の表現には言語表現と身振り表現が重なり合ってい
ることを保育者は認識し，幼児の表現を捉える必要があ
る．
　実践例でも示した通り，幼児の表現では，蝶々も自分
達と同じように家族があり，お父さんやお母さんがいる
と感じていることがうかがえる．また，小さい蝶々（生
まれたばかりの蝶々のこと）は，上手に飛べないことや
じっとしていることに思いを抱いている．これらは，幼
児期によく見られるアニミズム的思考『幼児のものの見
方・感じ方』８）「生命のないものに生命を与え，精神
のないものに精神を与える（ピアジェ）」というもので
蝶々を通して人間社会のことを理解していくものと解釈
できる．こうしたものの見方・感じ方が幼児期の独自性
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幼児の表現力を培う 　　　　
－幼児の身振り表現と言語表現の関係－
であると捉え，幼児の心を育てる基になっていくものと
考える．
おわりに
　平成20年は，年始めから通り魔殺人という凄惨な事
件が続いた．その中で「殺す相手は誰でもよかった」
とか，「自分の意見を聞いてもらえなかった」等の容
疑者や，犯人の声が聞かれた．何と自己中心的であろう
と驚愕した．幼児期からの自己を語るトレーニングが不
足していたのではないかと，その重要性を感じた次第で
ある．そこで，本稿のまとめとして，次のような結論に
至った．
　幼児の表現力を培うということについて，身振り表現
と言語表現に焦点をあてて述べてきた．表現技術を身に
つけることや多くの言葉を獲得することも大事である
が，まずは，表現したいという事柄を有していることが
何よりも重要であることが確認できた．幼児には，表現
すると言っても術もなく，語彙が少ないため身振り表現
が先行することが多い．しかし，幼児は体験したことに
ついてその意味を納得し，理解できた時には充足感や開
放感を感じ，それを喜びとして表現しようとする力があ
ることも今回の研究で明らかになった．喜びを体で表現
する術（身振り表現）は，幼児の発達上必要なことであ
るのだと確信する．言葉を獲得する過程は多々あると承
知した上で，身振り表現と同様に言葉の表現について
も，思いを引き出すための表現活動としてとらえ，その
ための感動体験や表現する機会を作るのは，大人の責務
でもある．各自の表現が人に受け入れられる関係が作ら
れていくことを，小・中学校等では自尊感情や有能感と
いった言葉で表わされる．幼児も同様である．自分の良
さを感じつつ前向きに取り組もうとする気持の育成にも
つながるものとして今後も育てていきたい．表現指導が
豊かに保育や教育の場で行われることを切に願う．
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